
2021年5月11日（火）13:00～15:00
@ZOOM

くまもと的運輸連合 勉強会



勉強会の趣旨

1. これまでの熊本の公共交通の再デザインに対
する先進的な取組を再度，確認

2. 専門家からドイツ等の運輸連合の仕組みや運
営方法，運用実態と利用実態・評価などを教
授頂き，

3. くまもとで更に合理的で有用な仕組みにする
にはどうしたら良いかを考えていく

4. 最初の勉強会とする．



第1回くまもと運輸連合勉強会

１．熊本市の公共交通の再デザインの経緯
熊本学園大学 教授 溝上章志

２．共同経営準備室の設置と共同経営計画
熊本都市バス 社長 高田 晋 氏

３．タクシー事業者の合併とHD化
地域交通HD 取締役 森 泰司 氏

４．「運輸連合」の機能と運営の実際 －日本・熊本への示唆－
（一財）交通経済研究所 主任研究員 遠藤俊太郎 氏

５．質疑応答
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熊本学園大学

溝上 章志

熊本市の公共交通の再デザインの経緯



他に一般会計からの繰入が１０数億円
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熊本市交通局

合計

公共交通の利用者数 熊本市からの運行補助金

年々上昇し近年は２億円超

2004（H16）市営バスの民間委譲を開始
2003（H15）九州産交の経営破綻・産業再生機構からの支援
2008（H20）熊本電鉄の私的整理
2015（H27）熊本バスの地域経済活性化支援機構による支援

最盛期の1/4
この10年で3割減

公共交通（バス）の再デザインの背景

利便性と効率性のあるバス路線網への再編と運用・体制



公共交通（バス）の再デザインの歩み

2008～2011

1.市営バスの民間移譲
2.路線網再編
3.バス輸送の一元管理と補助制度
の見直し

2012～2014 2015～



バス事業の運行体制に関する意見書

1. 熊本市交通基本条例の制定

2. ゾーンバスシステムを基調としたバス路線網の再編

3. ①民間バス3事業者総意のもとに設立した熊本都市バス株式会
社がバス事業者間の連携協力体制のリーダーの役割を担い，熊
本市はそれを支援

②熊本都市バス株式会社が中心となって運行計画を作成すると
ともに，運行のモニタリング

4. 不採算路線や公共交通空白地域でバスサービスへ積極的に関与

5. 欠損に対する補助ではなく経営改善を志向できるような補助メ
カニズムを導入

① 合理的なバス路線網再編案の作成
② モニタリングと運行計画への活用策
③ コミュニティ交通の導入・維持基準
④ 欠損補助に代わる新たな補助メカニズム

2008～2011

1.市営バスの民間移譲
2.路線網再編
3.バス輸送の一元管理と補助制度
の見直し

熊本市におけるバス事業の運行体制に関する意見書
（2012，市長からの諮問に対する答申）

⚫ 市営バス事業を民間事業者に全面移譲すると共に，

⚫ バス事業を市民の生活交通を確保する重要な行政サービスの一
貫と位置付け，

⚫ 行政は市民のモビリティ水準の確保に責任を持つために

⚫ 適切にバス運営に関与していく．



国までも動かした協議会の議論と提案



バス事業の共同経営
資料：熊本地域乗合バス事業共同経営 共同経営に至る背景・取組状況

令和3年（2021年）１月 九州産交バス㈱、産交バス㈱、熊本電気鉄道㈱、熊本バス㈱、熊本都市バス㈱



（バスだけでない真の）公共交通の再デザイン

くまもと運輸連合


